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よさの地域デザイン会議

https://www.town.yosano.lg.jp/administration/council/administration_1/dezainkaigi/

資料２



　よさの地域デザイン会議設置の背景

2
計画を一旦白紙に

野田川地域の社会教育施設及び就学前教育・保育施設のあり方検討委員会の報告書
（令和3年4月2日）

中央公民館

野田川体育館
給食センター

野田川地域の就学前教育・
保育施設（認定こども園）整
備計画

野田川体育館を含む野田川
地域の社会教育施設の管理
計画

与謝野町商工会
本所



　よさの地域デザイン会議設置の趣旨

　年齢、性別、居住地区、肩書な
どが異なる多様な住民が参加して、
持続可能なまちづくりにおける公共
サービスのあり方、それに必要な公
共施設のあり方について、対話によ
り多彩なアイデアや提案を収集し、
「公共施設再配置計画」の策定へ
つなげていくことなどを目的とした会
議
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　会議運営の特徴

設置地域 参　加　者 ファシリテーター 

加　悦 １８名（男：１０名、女：　８名） 京都産業大学現代社会学部
　　教授 滋野 浩毅 氏 

岩　滝 １９名（男：　９名、女：１０名） 福知山公立大学地域経営学部
　　教授 谷口 知弘 氏 

野田川 ２０名（男：　７名、女：１３名） 一般社団法人 地域問題研究所
　　理事長　青山 公三 氏 （京都府立大学名誉教授）

全体会 福知山公立大学地域経営学部 准教授 杉岡 秀紀 氏 

特徴１：専門家からの情報提供
　専門家や行政から対話の基礎となる情報を提供してもら
います。基礎知識が無い方でも対話に公平に参加できます。

特徴２：少人数による対話・複数の結論
　少人数で対話を行い、テーマごとにメンバーを変え、多彩
なアイデアや提案を出し合いながら複数の結果が導き出さ
れます。最終的には、いくつかの結果に整理できます。

特徴３：結果の公開
　対話の結果を整理し広く公開することで、公正・公平・信
憑性を確保します。
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　人口及び人口構成の推移と将来の見通し（2）

NPO法人地域持続研究所「未来カルテ2050」

2015年に34.3％であった65歳以上人口比が、30年後の2050年に
は50％を超えるなど、人口構造が急速に変化
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　児童・生徒数の推移
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公立学校基本数調査、与謝野町教育委員会

推計

1990年⇒2020年
・小学生　1,064人 減
・中学生　　 743人 減

合計　 1,807人 減
53.3％ 減

2020年⇒2028年の８年間だけで
・小学生　　 184人 減
・中学生　　 203人 減

合計　 　 387人 減
24.5％ 減（見込み）
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　高齢者数の推移

国勢調査、国立社会保障人口問題研究所（平成30年推計）

推計

・　65-74歳人口は、2015年以降急激に減少していく
・　74歳以上も、2025年以降減少に転じる
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　公共施設の築年度別整備状況

新耐震基準以前　37％

10年20年30年40年

築30年以上　70％

築20年以上　83％

10年後には築40年を経過する施設が70％に達するなど、今後、多く
の施設で改修や建替えの時期が到来

10年以内に築50年超え、
あるいは既に超えている

与謝野町公共施設白書
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　公共施設の更新問題

施設を放置、
課題の先送り

全ての施設を
修繕・更新

施設を
どんどん削減

施設崩壊

財政破綻

町民サービス
破綻
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公共施設の総数を減らしながら

公共サービスの質の維持･向上

　目指す方向性
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　開催経過
10月8日（金） 

19時～21時
【岩滝地域】
　知遊館 あじさいホール 

公共サービスの利用圏域を考えよう10月9日（土） 
13時30分～15時30分

【野田川地域】
　野田川ﾕｰｽｾﾝﾀｰ 音楽ﾎｰﾙ

10月12日（火） 
19時～21時

【加悦地域】
　元気館 農事研修室 

11月1日（月） 
19時～21時

【野田川地域】
　野田川わーくぱる 多目的ﾎｰﾙ

公共サービスの「集約」「複合」を考えよう 11月2日（火） 
19時～21時

【加悦地域】
　元気館 農事研修室

11月5日（金） 
19時～21時

【岩滝地域】
　知遊館 あじさいホール 

11月21日（日） 
13時30分～15時30分

【全体会】
　知遊館 あじさいホール 

全町単位あるいは近隣市町との連携で必要な公
共サービス（施設）

12月6日（月） 
19時～21時

【野田川地域】
　野田川わーくぱる 多目的ﾎｰﾙ

地域や民間事業者による公共施設の新しい使い
方を提案しよう

12月8日（水） 
19時～21時

【加悦地域】
　元気館 農事研修室

12月10日（金） 
19時∼21時

【岩滝地域】
　知遊館 あじさいホール 
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オガール地区の土地利用と施設

県フットボールセンター　H23.4オープン

　　設備：（社団）岩手県サッカー協会
　　整備費：1．75億円
　　手法：ＰＰＰ手法、町は土地賃貸
　　特徴：雨水貯留浸透施設の上に設置

オガールベース　　H26.7オープン

　　建物：オガールベース㈱
　　手法：民間事業公募、町は土地賃貸

オガールプラザ　　H24.6オープン

　　建物：オガールプラザ㈱、紫波町
　　建設費：公共部分 8．1億円
　　手法：ＰＰＰ手法、町は民間棟の土地賃貸
　　特徴：区分所有、地域材活用

エネルギーステーション　　H26.6
完成
　　建物：紫波グリーンエネルギー㈱
　　手法：民間事業、町は土地賃貸
　　特徴：ベース、庁舎、タウンに熱供給

オガールタウン　　H25.10 分譲開始

　　土地・建物：購入した方
　　手法：住宅地57戸を分譲
　　特徴：産業政策としてエコハウスを普及

役場庁舎　　H27.5開庁

　　建物：町　　  手法：ＰＦＩ手法
　　特徴：地域材活用

オガール広場 東 H24.8　西 H25.5完成

オガール大通公園 H26.7完成

　　所有：町　　手法：公共事業



駅コンコースと市民交流ホールの一体化

https://www.city.nagai.yamagata.jp/soshiki/kensetsu/2/1/2/s1/9737.html





地域共生型福祉施設「やすらの里」
• 特別養護老人ホーム「やすら苑」

– 社会福祉法人与謝郡福祉会
• 在宅複合施設「やすらの旋風」

– NPO法人丹後福祉応援団
• 障害者就労支援施設ワークセンター「花音」

– 社会福祉法人よさのうみ福祉会
• 訪問看護ステーション「サテライトみのり」

– 公益社団法人京都府看護協会
・加悦子育て支援センター
　・　NPO法人まるっと丹育







　今後の日程

【　全体会　】

　１月２３日（日）
13時30分　～　15時30分
場所：知遊館あじさいホール

会議における整理結果や提案を与謝野町長へ届けます！



　今後の予定
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